
















文化財多言語解説整備事業
2019年度予算額
（前年度予算額
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訪日外国人旅行者の地域での体験滞在の満足度を向上させるため、文化財に対して多言語で先進的・高次元な言語解説を整備する事業を、
観光施策と連携させつつ実施。

文化財中核観光拠点2 00 か所を中心として、先進的・費用対効果の高い多言語解説を整備。
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(AR技術を使用した多言語解説） （音声ガイドの多言語解説）

観光庁・文化庁・環境省の連携による解説整備を推進

【観光庁】
魅力的でわかりやすい解説文作成

(Hpの多言語解説）

【文化庁】

文化財活用・理解促進戦略プログラム2020（抄）
（平成28年4月文化庁策定）

2020年までの目標
・文化財単体ではなく地域の文化財を一体とした面

的整備や分かりやすい多言語解説の整備などの取
組を1000事業程度実施するとともに、日本遺産を
はじめ、文化財を中核とする観光拠点を全国200
拠点程度整備

【対象事業者】
民間団体等

【実施予定数】
先進的・高次元な媒体整備 1 0 0 件程度

観光庁事業選定地域(20か所程度）を
対象に支援予定

観光庁の支援事業に該当しなくとも、先進的・高次元な多言
語解説整備に対して、40ヶ所程度を支援予定。

【対象経費】
·VR/ARコンテンツ
・看板に貼付たQRコー ド
からウェブサイトにリンク
・アプJ 等

◆従来の文イU芋畢業（滋るような単なる魚勾板や）じフレy図彦窄謡吾対応となッ·壮う、訪日外国人旅行者⑪勤ほ炸沫臣渡凌KPIとしで蝦巳
◆施策の事業効果を検証できる枠組みを設けた上で、第三者の評価も行い、適切なPDCAサイクルを実現。
























































































